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子供の祭り 「道祖神まつり」が、今年も市内の農村部を中心に行われました。神科地区の金剛寺(= 

写真)でも、 1月31日から 2月 1日にかけて行われましたが、31日の夜には子供たちが地区内を「甘茶

飲みこいよ」 と太鼓を打ちながら練り歩きました。あちこちの家からは、大人や小さな子供が道祖神

に集まり「家|人l安全」などを祈っていました。
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市民と市長の日

「市民と市長の日」を 3月 2日(月)午前 9

時から正午まで、市役所3階市長室で行

います。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 3月 2目。iJ午前 8時
30分から午後 511年まで、市役所2階農業

委員会事務局で行し、ます。



だ 昭和62年2月16日一一(2)ー

てう

早く

脱スパイクuを
今、最も深刻な環境問題は、スパイ

クタイヤによる 「粉じん公害」です。

市は、市内の主要道路沿線5か所で、

降下粉じん量を測定しました。それに

よると、粉じん量は昨年12月よりも今

年 1月の方が約4倍も多くなっており、

スパイクタイヤによって発生する粉じ

んの多さを裏付けています。

もうすぐ春です。 ドライバーの皆さ

ん、 1日も早く「脱スパイク」にご協

力ください。

え

も

広報う一ー第 977号

ス
パ
イ
ク
が
環
境
を
悪
化

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
「粉
じ
ん

公
害
L

は
、
今
、
最
も
深
刻
な
環
境
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
よ
り
安
全
走

行
を
」
と
、
考
え
出
さ
れ
た
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
が
、
皮
肉
に
も
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
問
題
は
、
多
く
の
人
た
ち
が

被
害
者
で
あ
る
反
面
、
加
害
者
で
も

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
こ

の
問
題
の
解
決
を
難
し
く
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

深
刻
な
粉
じ
ん
公
害

かすむ国道18号線(国分で)

「粉
じ
ん
公
害
」
を
な
く
す
た
め

に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
そ
の
原

因
で
あ
る
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用

を
減
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。現
在
、
各
地
で
「
脱
ス
パ
イ
ク
」

の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
徐
々
に

そ
の
効
果
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
冬
期
間
に
は
ま
だ
多
く
の
車

が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
て
お

り
、
市
街
地
や
主
要
道
路
の
沿
線
を

中
心
に
大
量
の
粉
じ
ん
が
発
生
し
、

そ
の
被
害
は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。

も
う
す
ぐ
春
で
す
。

一
日
も
早
く

普
通
タ
イ
ヤ
に
は
き
替
え
る
よ
う
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
「
脱
ス
パ
イ

ク
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑥
⑨
 

協力します

脱スパイク
高島利男さん

(57歳・大屋)

予
想
以
上
の
性
能

ス
タ
ッ
ド
レ
ス

新
聞
に
は
連
日
の
よ
う
に
、
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん
公
害
の

記
事
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が
家

は
車
の
往
来
が
比
較
的
激
し
い
道
路

に
面
し
て
い
る
た
め
、
粉
じ
ん
が
家

の
中
に
ま
で
入
り
こ
ん
で
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
ま
で
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
を
使
っ
て
い
た
私
も
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
雪
道
で
も
大
丈
夫

だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
今
シ
ー
ズ

ン
か
ら
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
替

え
ま
し
た
。
早
速
、
雪
が
降
っ
た
と

き
に
運
転
し
て
み
ま
し
た
が
、
ス

パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な



積
雪
路
は
グ
ほ
ぼ
満
足
d

第 977号一ー

ス
タ
ッ
ド
レ
ス

粉
じ
ん
を
発
生
し
な
い
雪
道
用
タ

イ
ヤ
と
し
て
、
ピ
ン
の
な
い
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
、
こ
こ
二

1
三
年

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ

ヤ
は
、
従
来
の
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
と
違

い
、
表
面
の
ゴ
ム
質
・
形
状
を
改
良

し
、
す
べ
り
に
く
く
し
て
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。

県
は
昭
和
六
十

一
年
三
月
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
実
際
に
使
用
し

て
い
る
人
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
(
下
図

参
照
)
、
凍
結
路
で
は

「不
満
」
が
四

三
%
と
や
や
多
い
も
の
の
、
積
雪
路

で
は
九

一
%
の
人
が
「
満
足
」
ま
た

は
「
普
通
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「凍
結
路
で
は

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
や
や
劣
る
も
の

の
、
積
雪
路
で
は
ほ
ぼ
同
じ
性
能
」

と
み
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

スタッドレスタイヤ性能アンケート

凍

結

路

市
で
も

一
昨
年
か
ら
、
市
長
車
を

は
じ
め
公
用
車
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

中
央
突
差
点

白
線
が
消
え
た

(長野県調べ)
昭和61年 3月

積

雪

路

四
三
%
の
公
用
車
に
ス
タ

ッ
ド
レ
ス

を
使
用
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
特

に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
枚
の
写
真
は
、
白
い
横
断
歩
道

が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
削
り
取
ら
れ

て
い
く
様
子
で
す
。
場
所
は
、
松
尾

町
通
り
・
海
野
町
通
り
な
ど
が
交
差

す
る
中
央
交
差
点
。
十
二
月

一
日
に

は
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
横
断
歩
道

の
白
線
が
、

二
月
二
日
に
は
ほ
と
ん

ど
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

道
路
標
示
の
塗
り
直
し
は
、
三
月

か
ら
四
月
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
費
用
も
長
野
県
全
体
で

四
十
八
億
円
(
昭
和
六
十
年
度
)
が

使
わ
れ
、
大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。

い
性
能
で
、
予
想
し
て
い
た
以
上
で

し
た
。
た
だ
し
、
凍
結
し
た
道
路
で

は
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

高木袈裟次さん

(60歳・御所)

普
通
タ
イ
ヤ
で
通
勤

自
宅
が
国
道
一
四
三
号
線
沿
い
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
日
粉
じ
ん
公
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
昨
シ

ー
ズ
ン
ま
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
粉
じ
ん
公

害
の
被
害
者
で
あ
る
私
が
、
ま
ず
か
脱

ス
パ
イ
ク
。
す
る
こ
と
が
問
題
解
決

の
第
一
歩
と
思
い
、
今
年
か
ら
冬
に

な
っ
て
も
普
通
タ
イ
ヤ
で
通
勤
し
て

い
ま
す
。

上
田
地
方
は
、
雪
の
降
る
回
数
が

少
な
い
と
こ
ろ
で
、
た
と
え
雪
が
降

っ
て
も
道
路
は
す
ぐ
に
解
け
る
の
で
、

普
通
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ

ー
ン
の
組
み
合

わ
せ
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
便
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
雪
の
日
は
、
ネ
ッ
ト
式

の
ゴ
ム
チ

ェ
ー

ン
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
四

i
五

回
使
っ
た
だ
け
で
す
。



圃
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:約 100キロの乗用車に追突されて大
:破した車。ドライバーは、シートベ

lル トを着用していたので、約 3か月
lのけがで済みました。

一ー第 977号

受通事故ガ壇えています。昨年、市内でおきだ受通事故は

約670件。前年より50%も増え、過去10年間で最も多い数字
と芯りましだ。特に若い人や女性に多く目立っています。自

分本位の運転はやめ、みんなで交通ルールを守り、マナーを

実践しましよう。
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割
も
増
加

上
田
市
内
で
、
昨
年
一
年
間
に
発

生
し
た
交
通
事
故
は
、
六
百
六
十
八

件
に
も
の
ぼ
り
、
前
年
に
比
べ
約
五

O

%
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
(
上
回
警
察
署
調
べ
)
。
こ
れ

は
、
過
去
十
年
間
で
最
も
多
か
っ
た

昭
和
五
十
四
年
の
五
百
八
十
七
件
を

超
え
、
最
悪
の
状
態
と
な
り
ま
し
た

(
l右
の
グ
ラ
フ
)
。

こ
の
う
ち
、
死
者
六
人
、

負
傷
者

八
百
二
十
六
人
で
、
対
前
年
比
で
は

61 

668 

826 

6 

446 

535 

S 

448 

557 

3 

事
故
件
数
で
二
百
二
十
二
件
、
負
傷

者
数
で
二
百
九
十
一
人
と
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す

(
l
下
の
表
)
。

目
立
つ
若
年
、
女
性
の
事
故

交
通
事
故
を
お
こ
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
の
内
訳
は
、
二
十
五
歳
未
満
の
若

年
者
に
よ
る
も
の
が
百
八
十
八
件
、
女

性
に
よ
る
も
の
が
百
九
十
件
で
、
全

体
の
五
六
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
事
故
は
百
二
十
四
件

で
、
全
体
の

一
八
%
で
す
。

(
l
五

ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
)
。
特
に
、
若

A上田市て発生した最近10年間の事故件数と死傷者数

年
者
と
女
性
の
事
故
が
増
加
し
て
い

る
の
が
目
立
ち
ま
す
。

若
さ
に
ま
か
せ
た
無
理
、
無
謀
な

運
転
(
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
な
ど
)

や
、
「
相
手
が
譲
っ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
」
な
ど
と
心
の
甘
え
は
禁
物
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

昭和61年上田市内の交通事故状況

~ {牛 長文 死 者- {易 括・

60年 61年 増減 比率 60年 61年 増減 比率 60年 61年 増減 比率
総数

446 668 +222 +49.8% 8 6 2 -25.9先 535 826 +291 +54.4% 

高齢者 88 124 + 36 +40.9% 3 2 -1 -33.3% 63 95 + 32 +50.8% 

内若年
137 188 + 51 +37.2% 3 4 +1 +33.3% 159 244 + 85 +53.5% 

ドライパー
訳女 性

110 190 + 80 +72.7% 1 1 。。134 235 + 101 +75.4% 
ドライパー
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-4月から改正されます・
道路交通法施行令

「
だ
ろ
う
運
転
」
は
危
険
ノ

上
岡
市
が
重
点
地
域
に

県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
で
は
、

上
田
市
を

「交
通
安
全
対
策
推
進
重

点
地
域
」
に
、
ま
た
北
部
地
区
の
自

治
会
を
「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル

地
区
」
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
し
ま
し
た
。

市
で
も
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、

交
通
安
全
教
育
、
安
全
運
転
な
ど
を

関
係
機
関
、
団
体
と
と
も
に
推
進
し

'

自
分
勝
手
な
「
だ
ろ
う
運
転
」
は
て
い
き
ま
す
。

制

避
け
て
、
い
つ
も
最
悪
の
場
合
を
想
交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
み

定
し
た
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ん
な
が
交
通
ル

i
ル
を
守
り
、
マ
ナ

ー
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

を
恥
力
護
協

JW
ご

刈
山
?
」

j

l

 

+化一一一
世
μ暴

急
い
で
い
る
と
き
は
、
と
か
く
前

方
に
ば
か
り
注
意
が
向
け
ら
れ
、
左

右
の
確
認
は
怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

特
に
標
識
も
何
も
な
い
交
差
点
に
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
、
二
秒
の

安
全
確
認
を
怠
っ
た
ば
か
り
に
、
一
、

二
か
月
の
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

と
い
う
例
も
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な

/¥・・・

改正反則金額(単位千円)
違反(反則)行為 ( )は現行

大 立Eヨ立 原

速度違反25以上3km0未)満 25 18 15 12 
(時速・ (一) (一) (一) (一)

速1支違反20以上25'未満(同) 20 15 12 10 
(15) (10) (8 ) (7 ) 

速断度踏違切反15以上20未満(同) 15 12 9 7 
遮 立ち入りなど (10) (8 ) (6 ) (5 ) 

速度違反15未満(同) 12 9 7 6 
信号無視など (8 ) (6 ) (5 ) (4 ) 

通行禁止違反 9 7 6 4 
一一時不停止など (6 ) (5 ) (4 ) (3 ) 

駐停車違反(禁止場所等)
15 12 7 
(6 ) (5 ) (3 ) 

駐駐車停違車反方法違反など
12 10 6 
(6 ) (5 ) (3 ) 

定員外乗車 7 6 4 

スレー法ン通違行反違反など (5 ) (4 ) (3 ) 

右左折方 6 4 3 
初心者標識表示義務違反など (4 ) (3 ) (2 ) 

免許証不携帯など
3 
(2 ) 

道交法違反の反則金額一覧表

散乱空き缶など

収集にご協力を

上
田
市
か
ら
暴
力
を
追
放
す

る
た
め
、
か
暴
力
追
放
三
な
い
運

動
。
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

②
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

③
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

(
上
田
市
暴
力
追
放
会
議
)

市
内
の
道
路
・
空
地
な
ど
に

・
空
き
缶
や
ゴ
ミ
が
目
に
つ
き
ま

す
。
自
治
会
衛
生
部
な
ど
を
中

心
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
地
区
内

を
清
い
附
さ
れ
て
、
環
境
美
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

3月3日は「耳の日」

補聴器の相談会を聞きます

重度身体障害者の皆さんへ

3月 3日(火)、午前9時30分~正午
.午後l時 -3時30分

上田市福祉会館2階会議室

身体障害者手帳、印鑑、筆記具

福祉課福祉係E②4100内線373

時

[>場所

じ〉持ち物

[>照会先

じ〉日

住宅整備をされる方に補助制度

昭和62年度中に、 1 -2級の視覚・肢体の障

害者のために住宅の整備・改善を行う低所得世

帯 (61年分の所得税非課税世帯)の方には、費

用の 4分の 3 (最高37万 5千円)までの補助制

度があります。 3月31日までに福祉課福祉係

(まま⑫4100内線373)へ申し出てください。
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{ま雷轟が必要です
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農地等の

一ー第 977号

無断転用には厳しい措置がノ|

噂許可は誰が?
②の 2種類の転用のいずれの場合も、 IliJ

の事業のために転用する面積が、

<2ヘクタール以下の場合〉
農業委員会に許可申請を提出

して県知事の許可を受けます。

<2ヘクタールをこえる場合〉
県知事に許可申請を提出して、

農林水産大臣の許可を受けま

す。

区吾
無断転用者には、県知事が工事等を中止さ

せ、もとの農地に復元させることがあります。

これに従わない場合、最高 3年以ードの懲役、

100万円以下の罰金に処せられます。

農地法では優良農地を守るために、農地等

を転用するときは、県知事または農林水産大

臣の許可が必要となっています。国では，農

地の無断転用を防止するため、特別事業を展

開中です。転用するときは、必ず農業委員会

に相談して適切な指示に従って行いましょう。

¢蚤¢66ZL
農地は昔から多くの人たちが苦労して築き

上げてきた地域の貴重な資源で、す。無断転JH

は、まわりの人に大きな迷惑をかけます。転

用するときは、 農業委員会を通じて秩序ある

転用をしましょう

込\、~~タ~

- ~ゑ5名V

区⑤⑥一農地転
農地等を住宅や工場など建物の敷地、資材

置場、駐車場はもとより、道路、山林など農

地以外の用途に転用することです。

・転用許可をJ必要とする「農地等J とは…

水田、畑、樹園地などの農地のほかに採草

放牧地も含まれます。

農地であるかどうかは現況によって判定さ

れますので、土地登記簿上の地目と一致しな

いことがありますので注意してください。

噂転用に2種類ありますノ
・転用には次の2種類があります。
(1)農地の所有者、耕作者がみずからその農地

を転用する場合(農地法第4条)

(2)農地の使用収益権をもたな

い人が農地の所有者、耕作

者から農地を買い受け、あ

るいは使用収益権の移転を

受けて転用する場合(農地

法第5条)

農業委員会事務局

窓⑫4100内線337
⑧⑮⑧⑨⑧⑧⑧⑧⑧5 
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台
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叫
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北
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様
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…
円
社
会
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祉
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に

山
マ
安
藤
病
院
様

二
万

四

千

円

社

崎
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
に

…
マ
く
る
ま
や
ラ
ー
メ
ン
上
田
唐
様

山
六
千
八
百
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十

ゆ
金
の
積
立
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に
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成
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高
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理
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設
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1あ|な|だ|の|国|民|年|金円

忘れずに保険料の申告を

放
流
水
が
き
れ
い
に
・
:

上
小
衛
生
施
設
組
合
(
永
野
市
長

が
組
合
長
)
が
、
し
尿
処
理
場
内
に

建
設
し
て
い
た
高
度
処
理
施
設
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
千
曲
川
に
放
流
し
て
い

た
処
理
水
の
色
や
焼
却
炉
、
沈
殿
池

な
ど
か
ら
発
生
す
る
に
お
い
を
改
善

し
よ
う
と
建
設
に
着
手
し
て
き
た
も

の
で
す
。

事
業
費
は
、
四
億
五
千
四

百
万
円
で
す
。

-
こ
ん
な
施
設
で
す

マ
放
流
水
が
透
明
に
・

.. 

83，140円

②各期別ごとに61年12
月までに完納した人

77，380円

③各期別ごとに完納し

た人で、 61年 4月か
ら 「第 3号被保険者」
になった人

13，480円

高
度
処
理
施
設
が
完
成

こ
の
施
設
は
、
残
留
成
分
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
従
来
の
処
理
水
(
汚

水
)
を
電
気
分
解
と
薬
品
で
分
離
し
、

ろ
過
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
を
消
毒
し
て
放
流
。
こ

れ
に
よ
り
、
ほ
ぽ
透
明
と
な
り
ま
し

たマ
に
お
い
が
な
く
な
り
ま
し
た

し
尿
以
外
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
焼

却
炉
。
い
ま
ま
で
、
に
お
い
や
煙
が
出

て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
炉
に
よ
り

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

①の人は、4，400円を加算。
②および③の人は、納めた

月数x400円を加算。
④付加年金を納めた人

市県民税・所得税の申告時期になりま

したが、すでに納めた国民年金の保険料

は、 「社会保険控除」として所得額から差

し引かれることになっています。保険料

は次のとおりです。

鰭騒騒懇鍛懇鱗
①昭和61年4月に完納し
た人

また、 1年の聞に、異動があり、端数

月保険料を納めた人も申告してください。

納め忘れはありませんか

国民年金保険料の納め忘れはありませ

んか。うっかり、納めていなかったため

に、障害年金が受けられないという例が

1.'.田市内でも発生しています。障害基礎

年金や遺族基礎年金などは、毎月の保険

料がきちんと納められているかどうかが、

年金を受ける要件の一つになっています。

この機会にもう一度納め忘れがないか

どうかお石雀かめください。

年金は、あなたにとって大切な財産で

す。納期限内に確実に納めるよう心がけ

ましょう。
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節分の 2月3日、別所温泉の北向観音で

は豆まきが行われました。午後 2時、年男

など約 100人は赤鬼・ 青鬼を先頭に常楽寺

を出発して(=写真上)、北向観音 まで練り

歩きました。ここでは、午後3時すぎから

豆まきが始まり、大山のぶ代さんなど芸能

人が、約2，000人の善男善女に豆やサインボ

ールなどを投げました(=写真左)。

q月26日は何の日?
1月26日は、文化財防火デー。昭和24

年に国宝だった法隆寺金堂の壁画が焼失

した日です。消防本部と市教育委員会は、

1月25・26の両日、市内にある文化財の消

防設備の立ち入り検査を行いました。(写

真 =信濃国分寺三重塔を検査する職員)
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⑫
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・
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へ
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三
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六
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ま
す
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。
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防火の大役
あなたが主役

1月31日から、塩田公民館で 「フォ

ークギター教室」が始まりました。だ

れでも気軽にギターを学ぼうと、同館

が主催したもので、この日の参加者は

5人。講師から熱心に習ってい ました。

ー
ク
ギ
タ
ー
を

私たちの身のまわりには、たくさんの 「火

災の種」があります。ちょっとした不注意か

ら火災をおこさないよう、次の「火の用心

7つのポイント」を守り、火災予防に心がけ

てくださしE。

ワつのポイント

1 . ~.蔓たばこやたばこの投:げt舎ではしない

2 .子供には、マッチやライターで遊ばせな

火の用心

3 .風の強いときは、たき火をしない

4.天ぷらを揚げるときは、その場を離れな

家のまわりに燃えやすいものを置かない

風呂の空だきをしない

ストーブには、燃えやすいものを近づけ

ない

F
b

p
O

ウ

i

ご注意.ノ悪質商法

悪質商法を考えるーをテーマに「 くらし

の教主」が 1月28日、上田市役所で聞かれ

ました。講師である弁護士の滝沢さんは、

悪質商法の事例を具体的に説明しながら、

巧妙な手口を見破る方法について、約 100

人の参加者に話しました。

|火鉢型石油コンロ|

空だきに注意.'
コロナ石油コ ンロ

(S H形)の放熱用金

綱の無償交換は、お

求めにな った販売庖

ヘご連絡ください。

この件についての

お問い合わせは、消

防本部予防課(宮⑫

2501 )へ D
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⑫
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催
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ま
す
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と
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岸
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・
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ト
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・

午
前
十
時
三
十
分

1
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館
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「太郎山を語る会」が1月30日、上田市役
所で聞かれました。昭和61年の最多登山者

は、408回の佐藤忠四郎さん(70歳・新田=写

真右)で、佐藤さんには永野市長(=同在)か

ら最多登山の献額が贈られました。

原
則
と
し
て
六
十
年
度
の
価
格
が
据

え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
前
年
中
に
土
地
の
地
目
変
更
、

家
屋
の
滅
失
ま
た
は
新
・
増
築
な
ど

の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
た
に

評
価
額
な
ど
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

-
審
査
の
申
し
出

前
年
中
に
お
い
て
、
土
地
の
地
目

変
更
、
家
屋
の
滅
失
ま
た
は
新
・
増

築
な
ど
に
よ
り
、
新
た
に
評
価
額
な

ど
を
決
定
し
、
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
三
月
一
日
か
ら
同
三
十
日
ま

で
の
聞
に
文
書
で
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
納
期
に
つ
い
て

昭
和
六
十
二
年
度
の
納
期
は
、
四

月
、
七
月
、
十
二
月
お
よ
び
翌
年
二

月
の
四
納
期
で
す
。

税
金
を
納
め
て
築
こ
う

明
る
い
郷
土

中
沢
貴
彦
君
(
二
中
)

(
納
税
標
語
上
田
市
長
賞
入
選
作
品
)

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
調

査
に
よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ
l
タ
や

意
見
、
苦
情
を
今
後
の
計
量
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
計

量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
食
料
品
関
係
の
販
売
業

を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
人
。
①
畳
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
(
年
三
回
)
口
②
過
去
に

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な

い
人
。

職
務
内
容
・
・
・
指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
十
二
名

応
募
期
限
・
:
三
月
三
十
一
日

ω

謝
礼
:
・
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査

用
は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
:
・
官
製
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を

お
書
き
の
う
え
、
「
〒

3
8
6

市

内
大
手
一
一
一

ーー

一
六

上
田

市
役
所
商
工
謀
商
工
振
興
係
」
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
は
除
く
)
。

階、

資
産
税
課
0

・
縦
覧
で
き
る
人

①
課
税
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産

の
所
有
者
②
課
税
の
対
象
と
な
る

固
定
資
産
の
所
有
者
か
ら
の
代
理
ま

た
は
委
任
を
受
け
た
人
③
納
税
管

理
人
-
縦
覧
で
き
る
台
帳

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税

台
帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充

課
税
台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳

-
持
ち
も
の

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
。

代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
者
の
印
鑑

お
よ
び
代
理
人
選
任
届
ま
た
は
委
任

状
。
(
法
人
の
場
合
は
、
社
印
・
お
よ

び
縦
覧
さ
れ
る
方
の
印
鑑
)

-
六
十
二
年
度
の
評
価
額

六
十
二
年
度
は
据
え
置
き
年
度
と

な
り
、
土
地
、
家
屋
の
評
価
額
な
ど
は

市
役
所
本
庁
一

え

( 2月7日現在)

ゆずります (希望価傍〉 ゆず、ってください

七五三用和服(7歳女子) 無料 ベビーダンス

電気ガマ(1升だき) 5，000円 電気掃除器
カラーテレビ(16インチ)10，000円 電気ガマ(5合たき)
ラジオカセット 20，000円 電気ノfネルヒーター
ダブルベット 15，000円 編機
スクーター 10，000円 プロパンふろ一式
スピードスケート (22cm)2，000円 ガスストーフや

スピードスセート (24cm)2，000円 木製ベット
中学生学生服(155cm) 1，000円 フ。ロパン瞬間湯沸器
スキーウェア(女子140cm)無料 石油ストーブ
スキー一式と靴(25cm) 5，000円 カラーボ、ッ クス
ウインドファン 10，000円 ワーフ。ロ(24ドット)
食器戸だな(大型) 8，000円 木製学習机

。じゅうぶんに活用できる不用品は、 ビデオデッキ(VHS方式)
どんなもので、も登録しましょう。 ノ〈イオリン

く〉ゆずりたい品物、ゆず、ってほしい品物がありましたら、生

活環境課生活係(ft⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
く〉紹介後のトラブルについては、責任を負いかねますので

ご了承ください。

広報う

昭
和
六
十
二
年
度
固
定
資
産
税
の

算
出
基
礎
と
な
る
評
価
額
な
ど
は
、

一一
月
末
日
ま
で
に
決
定
し
、
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
課
税

台
帳
は
次
に
よ
り
縦
覧
で
き
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
0

・
縦
覧
期
間
と
場
所

三
月
一
日
田
か
ら
同
二
十
日
働
ま

で
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
(
た
だ
し
、

土
曜
日
は
午
後
零
時
三
十
分
ま
で
、

不用品登録情報(主なもの)

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

一ー第 977号

商
工
課
商
工
振
興
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高



第 977号一ー

36回目・予備日

三
種
混
合

予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

一
一
月
の
二
回
目
に
続
き
、
一
二
回
目

を
別
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
二
月
に
一
回
目
の
接
種
を

受
け
た
子
供
さ
ん
も
、
予
備
日
を
含

め
る
と
三
回
で
き
ま
す
の
で
、
受
け

て
く
だ
さ
い
。
二
期
の
対
象
者
で
、

ま
だ
二
期
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い

子
供
さ
ん
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Tごえ-ω一一一昭和62年2月16日 広報う

( 

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク

廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
早
め
に

市
民
税
課
第
二
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
3

有
線
②
0
6
1
1

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)

や
小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
な
ど
て
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
一
年
分
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
り
渡
し

た
と
き
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て

61年度(後期)三種混合予防接種目程表

~ 場 名 曙t対象地区
上田市保健センター 中央地区
(市役所南庁舎2階) 3月10日 西部地区

上野が丘公民館
凶
神科地区・豊殿地区

上田市保健センター 北部地区
(市役所南庁舎2階) 3月12日 南部地区

神川地区公民館 同神川地区

上田市保健セ ンタ ー 東部地区
(市役所南庁舎2階) 塩尻地区

三 好町会館 3月13日
城下地区

(創 泉田地区の半過

川辺町会館
川辺地区
泉田地区の福田・吉田

塩田母子健康センター 3月17日 塩田地区

川西社会福祉センター 附川西地区

上田市保健センター 4月7日 東部・西部・南部・中央・北部
(予備日) 凶塩尻・神科・豊殿・神川地区

上田市保健センター 4月10日 城下・川辺・泉田・塩田・
(予備日) 樹 川西地区

※時間は各会場とも午後1時30分から 2時30分まで。
※駐車場が混みあうため、車での来庁はご遠慮くださいσ

く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
方
法
〉

①
軽
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

な
ど
は
、
長
野
県
自
家
用
自
動
車

協
会
上
小
支
部
(
宮
⑫
0
5
9
5
)

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

②
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)
、
小

型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
な
ど
)
は
、
市
役
所
市

民
税
課
、
塩
田
・
川
西
の
各
支
所

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
廃
車
の

場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と

印
鑑
、
名
義
変
更
の
場
合
は
譲
渡

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
の
入
国
申
請

お
済
み
で
す
か

保
育
課
告
(
⑫

4
1
0
0
内
線
3
8
2

有
線
②
0
8
0
1

保
育
園
の
四
月
入
国
の
申
請
を
ま

だ
し
て
い
な
い
方
は
、
二
月
末
日
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受

け
付
け
は
、
保
育
課
で
行
い
ま
す
。

す
で
に
申
請
し
た
方
で
、
転
居
な

ど
で
異
な
る
保
育
園
ヘ
入
園
し
た
い

方
、
申
請
を
取
り
消
す
方
は
、
早
め

に
保
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

f 
第 4期固定資産税

(都市計画税)

3月の乳幼児健康診査
砂受付時間…いずれも午後 1 時~2 時。砂持ち物…母子
健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ(1歳 6か

月児)。また、 1歳 6か月児と 3歳児は赤ち ゃん手帳の中に
ある健康診査票を記入してお持ちください。

第 8期

〈収税課E⑫4100内線241・有線②0691)

国民健康保険税

納期限は 2月28日出です。

AZ3t 、 士暴 健 診 実施日 女サ 象 l目
ノし

4か月児
3月3日 61年10月 16 日 ~ 10月 31 日生

3月17日 61年11 月 1 日 ~ 11 月 15 日生

上田市保健セ ンタ ー 10か月児
3月5日 61年 4 月 16 日 ~4 月 30 日生

3月20日 61年 5 月 1 日 ~5 月 15 日生

(市役所南庁舎2階) l歳6か月児
3月4日 60 年 8 月 16 日 ~8 月 31 日生

3月18日 60年 9 月 1 日 ~ 9 月 15 日生

3歳児
3月6日 59年 2 月 1 日 ~2 月 15 日生

3月25日 59年 2月16日 2月29日生

塩田母子健康センター
4か月児

3月10日
61年10月 16 日 ~ 11 月 15 日生

(塩田地区)
10か月児 61年 4 月 16 日 ~5 月 15 日生

l歳6か月児 3月24日 60年 7月16日 9月15日生

川西社会福祉センター
4か月児 61年10 月 16 日 ~ 11 月 15 日生

()II西地区)
10か月児 3月11日 61年 4 月 16 日 ~5 月 15 日生

1歳6か月児 60年 8月16日 9月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのご来庁はご遠慮ください。



fご IIt4和62年2月16日一一一(12)ー

健
康
増
進

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
実
施

上
田
保
健
所

宮
⑫
1
2
6
0
内
線
2
3
5

-
と
き
三
月
二
十
六
日
附
・
午

前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二
時

-
と
こ
ろ
上
田
保
健
所
(
上
田
合

同
庁
舎
)

-
対
象
者
三
十
歳
か
ら
六
十
歳

・
内
容
①
健
康
度
測
定
(
検
尿
・

血
液
検
査
・
眼
底
検
査
・
心
電
図
な

ど
)
②
休
養
・
栄
養
診
断
③
栄

養
、
運
動
、
休
養
に
関
す
る
個
人
相

談
④
健
康
。
つ
く
り
の
た
め
の
運
動

(
十
五
分
間
歩
行
)

-

定

員

二

十

人

・
料
金
一
人
四
千
二
百
七
十
円

・
申
込
方
法
三
月
十
六
日
間
ま
で

に
電
話
な
ど
で
上
田
保
健
所
ヘ

え広報う

春
休
み
考
古
学
教
室

縄
文
土
器
を作
ろ
う

ーー第 977号

信
濃
国
分
寺
資
料
館

宮
(
⑫
8
7
0
6

マ
内

tデn

モヨト

古
代
人
の
く
ら
し
を
勉

強
し
、
縄
文
土
器
を
作
る
。

マ

期

間

第

一

回

1
二
月
二
十
二

日
間

i
同
二
十
四
日

ω、
第
二
回

l

三
月
二
十
六
日
肘
l
同
二
十
八
日

ω

マ
と
こ
ろ
信
濃
国
分
寺
資
料
館

マ
費
用
千
二
百
円
(
材
料
費
な

ど
)
マ
対
象
者
小
学
現
五

・
六
年
生
と

中
学
生
(
三
日
間
参
加
で
き
る
人
)

マ
募
集
人
員
各
回
と
も
五
十
名

マ
申
し
込
み
参
加
費
を
添
え
、
直

接
資
料
館
か
、
電
話
で
ど
う
ぞ
。

上
回
の
工
業
展

出
品
企
業
を
募
集

商
工
課
宮
⑫
4
1
0
0内
線

6
0
3

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

お
り

「躍
進
す
る
上
回
の
工
業
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
受
注
拡
大
、
人
材

確
保
な
ど
企
業
の
発
展
の
た
め
格
好

な
催
し
で
す
の
で
、
多
く
の
優
れ
た

工
業
製
品
を
ご
出
品
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
実
演
や
即
売
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
に
も
ご
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
と
き
四
月
十
八
日
出
か
ら
同

二
十
日
間
ま
で
の
三
日
間

-
と
こ
ろ
上
田
市
民
体
育
館
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

-
出
品
資
格
上
田
市
内
な
ら
び
に

近
隣
町
村
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品

・
出
品
申
し
込
み
三
月
十
日

ωま

で
に
、
上
回
商
工
会
議
所
業
務
課
工

業
展
事
務
局
(
宮
⑫
4
5
0
0
)
ヘ。

上
回
創
造
館
で
開
催

親
子
理
科
教
室
と

星
空
コ
ン
サ
ー
ト

上
田
創
造
館

宮
⑧
1
1
1
1

上
田
創
造
館
で
は
、
開
館
一
周
年

を
記
念
し
て
「
親
子
理
科
教
室
」
な

ど
を
聞
き
ま
す
。

親
子
理
科
教
室

マ
日
時
三
月
二
十
九
日
間
・
午

後
二
時
か
ら
四
時

マ
会
場
上
田
創
造
館
・
第
一
科

学
実
験
室

マ
内
容
動
く
お
も
ち
ゃ
作
り

マ
対
象
親
子
(
保
護
者
・
小
学

生
の
各
一
名
)

マ
定
員
二
十
二
組
(
四
十
四
名
)

マ
参
加
費
三
百
円
(
一
組
)

星
空
コ
ン
サ
ー
ト

マ

日

時

一

回

目

1
三
月
二
十
九

日

ω、
二
回
目

l
四
月
四
日
間
。
ど

ち
ら
も
午
後
七
時
か
ら
九
時
。

マ
会
問
上
田
創
造
館
・
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

マ
内
容
プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ
ム
を
投

影
し
な
が
ら
レ

コ
ー
ド
を
鑑
賞
す
る

マ

対

象

小

学

生

以

上

マ
定
員
各
回
百
二
十
名

マ
入
場
料
三
百
円

応
募
方
法

三
月
十
四
日

ωま
で
に
、
往
復
は

が
き
に

「住
所
、
参
加
者
氏
名
(
理

科
教
室
は
親
子
の
氏
名
と
学
校
名
・

学
年
)
、
電
話
番
号
、
希
望
日
(
星
空

コ
ン
サ
ー
ト
の
み
)
」
を
記
入
し
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
(
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
)

マ
申
込
先

〒
3
8
6
1
日

上

田

市
大
字
上
田
原
一
六
四

O

上
田
創

造
館
親
子
理
科
教
室
(
星
空
コ
ン

サ
ー
ト
)
係

建
設
工
事
入
札

「参
加
願
」
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。
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昭和58年 2月から、「老人保健法」が施行されて

います。この法律は、お年寄りがより健やかな老

後を送れるように、病気になったときは安心して

よい治療が受けられるようにとの目的をもってつ

くられました。

自らの健康は自ら守る気持ちと、お互いに助け

合う精神をもとに、老人の医療に必要とする費用

は、お年寄り本人・国・県・市・各社会保険など

で公平に負担しています。

|オ老人側で医療を受ItGhQλ|
070歳以上の人

065歳以上70歳未満で一定の障害があり、市長

の認定を受けた人

*お医者さんにかかるとき

要必
す
が
で

一
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一

一
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康
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療
健
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医
(
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老人保健で医療を どこの医療保険

受ける資格がある に属しているか

か確認するため 確認するため

(一部負担金を支払えば診療¥
を受けることができます / 

日一部負担金が変わりました

老人保健法が改正され、この 1月から老人医療

の一部負担金(本人が医療機関の窓口で支払う金

額)が、次のように改定されました。

通院…… 1か月 800円

入院…… 1 日 400円

惨ただし、入院にかぎり、低所得者と特定疾病の

方は、一部負担金が減額されます。

0低所得者とは…老齢福祉年金の受給者で、

かっ生計維持者が市民税非課税の人

( 1日 300円で2か月限度)
ヒん

0特定疾病とは…人工腎臓を実施している慢

性腎不全(人工透析)と血友病

( 1か月 10，000円限度)

該当する方は、社会課の窓口で申請して くださ

い。一部負担金減額認定証、または特定疾病療養

受療証を発行します。

0特ち物…印鑑、医療受給者証、保険証、老

齢福祉年金証書(低所得者のみ)、医師の

意見書(特定疾病の方のみ)

老人保健医療制度の照会は…

社会課医療給付係 (ft⑫4100内線376)

こんなときは速やかに手続きを

こんなとき 手 続 き は

転入のとき 保険証と印鑑を持って、社会課で手続きをしてください。

医療受給者証は、必ずお返し ください。

転出のとき 転出後は上田市で交付した医療受給者証は使用できません。

転出先の市町村ヘ届け出て、新し く交付してもらってください。

市内で転居
転居の届け出の際、医療受給者証の訂正を受けてください。

した と き

加入医療保険が
新しい保険証を添えて至急お届け ください。

愛わったとき

死亡したとき 医療受給者証はお返し ください。
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唾あ老人医療費・総額で35億円
老人保健法による医療費給付事業は、独立した

予算(特別会計)で運営されています。

|オ老人底療費の抹況

0上田市の昭和60年度・老人医療費の状況

b対象人員数(年間平均)……… 9，612人

b対象者 1人平均診療件数……年 16.7件

b対象者 1人平均医療費……年 368，682円

0このうち、対象者 1人平均医療費の負担内訳は

1>本人 7，235円 b支払基金(医療保険)252，877円
b国 72，250円1>県 18，063円 b市 18，063円

1>その他(交通事故における相手方)194円

※ 60年度の伸び率は、前年度と比較して、上田市

の老人医療費の総額で12%、1人平均の医療費

で8%と、それぞれ増えています。

医療費が増えると、国・県や市の負担も増え

お医者さんの上手なかかり方

るこ とになります。健康診査を受けるなど、ふ

だんから健康の保持に心がけ ましょう 。

上田市の老人医療費負担割合

① 保険証、健康手帳、医療受給| ② クスリをむやみにほしがるの

者証を必ず持参しましょう。 I はやめましょう。

同リ

附
μ

③病院めぐりはやめましょう。

④ 家庭医を持ちましょう。 I⑤ お医者さんを信頼しましょう。

⑦ 異常の異合を要領よく説明 i⑧ 往診や夜間、休日の診療は
しましょう。 I ひかえましょう。

⑥ 下着は清潔に。脱ぎやすい簡単

なものを着ていきましょう。

せっかくお医者さんに診て

もらつども、お医者さんと患

者の信頼関係を無視すると、

治療がムダになるばかりか、

大切な医療費を浪費してしま

うことになります。
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